
ISOって何？

ＩＳＯへの取り組み

FAMICは何をしているの？

国際標準化機構（International Organization for
Standardization）という、非政府組織の略称だよ。
ISOで作られる国際標準は、貿易における商品・サービ
スの信頼性の担保など、大きな役割を担っているんだ。

国際標準（ISO規格）は、ISO内の専門委員会（TC：
Technical Committees※）や、その傘下の分科委員
会（SC：Sub Committees※）で検討されるんだ。
FAMICは、下の表のTCやSCの国内審議団体として、
日本国内の意見を取りまとめるなどの対応を行っている
よ。
※TCとSCの傘下には、必要に応じて作業部会（WG）が設置され､

そこで規格の検討が行われることもあります。

TC３４ 食品専門委員会

TC89/SC 3 木質系パネル 専門委員会 ／ 合板 分科委員会

TC３４/SC １０ 動物用飼料 分科委員会

TC３４/SC １２ 官能分析 分科委員会

TC３４/SC １６ 分子生物指標の分析に係る横断的手法 分科委員会

TC３４/SC １７ 食品安全マネジメントシステム 分科委員会

TC２１８ 木材専門委員会

FAMICが国内審議団体を務めるTC及びSC

それぞれのTC、SCについて、専門家などを集めた国内
対策委員会等を設置し、意見をとりまとめているよ。必
要な場合は、国際会議に専門家や職員を派遣するよ。
ISO規格に国内意見が反映されるよう、努めているんだ。

TC３４/SC 6 食肉、家きん、魚、卵及びそれらの製品 分科委員会



（食品専門委員会）ISO/TC34

動物用飼料を含む食品※に関する
ISO国際規格を検討する専門委員会（
TC）で､その傘下に特定の食品または
分析手法などを検討する分科委員会（
SC）を設置しています｡
※でんぷん・精油については、別の専門委員会が

設置されています。

第25回 ISO/TC34総会(さいたま市)

SCの例

SC１２（官能分析分科委員会）

食品の官能分析＊分野における専門用語や一般的なルール、分析
をする人の選択や訓練などに関するISO国際規格を検討する分
科委員会（SC）です。

＊ヒトの五感覚（見た目、匂い、味、音、手ざわり）で製品の品質を測定し比
較・評価する手法

SC17(食品安全マネジメントシステム分科委員会）

食品安全におけるマネジメントシステム分野に係るISO国際規
格を検討する分科委員会（SC）です。

このSCでは「食品安全を確保するために、農場から食卓までの、
食品を提供するすべての組織が守るべきこと」について検討さ
れています。

ISO関連情報について、より詳しく知りたい方は、
FAMICウェブサイトもご覧下さい。

http://www.famic.go.jp/iso_codex_information/iso/

FAMICウェブサイト ISO関連情報



FAMICの国際協力

国際協力機構（JICA）や外国政府などの要請に応じて、

海外の研修生受入や海外への専門家派遣を行います。

施設見学

● 海外研修生受入

現地でのミーティング

講義
海外からの研修生を受け入れ、
肥料や農薬、飼料、食品の制度
と規格に係る講義や施設見学、
分析実習などを行います。

● 専門家派遣

国際協力専門家として現地に
おもむき、肥料や農薬、飼料、
食品に係る制度と、規格の講
義や検査技術の指導を行い
ます。



●国際獣疫事務局（WOAH founded as OIE）

FAMICは2009年に、「飼料の安全と分析の分野」で、
世界で唯一のOIE-CCに認定されました。

WOAHコラボレーティングセンター

WOAH本部事務局(パリ)

●ＦＡＭＩＣの最近の活動

世界中の飼料の安全確保のために

●WOAHコラボレーティングセンター（WOAH-CC）

世界の動物の衛生と福祉の向上を目的とした

国際機関で、１９２４年にフランスのパリで設立

特定の専門分野（動物用医薬品、新興感染症

など）において技術的支援など行う

FAMIC主催分析研修の実施

アジア・太平洋地域における飼料の安全確

保に関する農薬の分析技術研修

２０２3年2月web開催

加盟国：１８２の国と地域（２０２２年５月現在）

認定：３０ヵ国 ６２施設（２０２０年現在）

WOAHが実施するセミナーへの協力

アジア・太平洋地域の加盟国関係機関

に対するセミナー受け入れ

2024年7月実施
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